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2023.11.30 認知症バリアフリー情報交換会

ライオン株式会社

認知症バリアフリーの

商品・サービス開発に向けた 

当社の取り組み内容のご紹介
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ライオンはオーラルケア習慣の促進だけではなく、

オーラルケアを通じて、社会や環境課題に向き合って

いく活動として『インクルーシブ・オーラルケア』に

取り組んでいます。

生活環境、身体、経済、教育、情報に関わらず、

誰もが予防歯科行動を自ら習慣化し、生涯を通じて

心地よく食べ、話し、笑い、自分らしくい続けられる

社会の仕組みを創ることを目指して、社外の専門家の

方々や組織、機関との積極的な連携のもと、様々な

施策を展開していきます。

３つのクレドInclusive Oral Care

オーラルケアが、
人と社会にできることを。

LIONのインクルーシブオーラルケア

https://www.lion.co.jp/ja/sustainability/inclusiveoralcare/

https://www.lion.co.jp/ja/sustainability/inclusiveoralcare/
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国際宇宙ステーション(ISS)搭載可
すすぎが簡単なハミガキ

こども食堂での
おくちからだプロジェクト

インドにおけるサステナブルな
認証ミントの採用

認知症当事者との共創による
認知症フレンドリーな製品・サービスの開発

LIONのインクルーシブオーラルケアの取り組み

2



4

20

● 認知症の方専用ではなく、障害の有無に関わらず使える商品として。
 ・ ”認知症向けの特別な商品”ではなく、家族と同じように使えるもの。

● 利用者が抱える課題を100%解決するものでなくても良い。
 ・ 多様な課題を完璧に解決しようとすると開発難度が高くなりがち。オーバースペックで高価格にもなりがち。

・ 全く新しいものでなくても、選択肢を増やしていく、という考え方でもよい。

● お求めやすい価格、お求めやすい買い場で。
・ いつものお買い物の一環で購入いただきたい。

● 長期的なビジョンを描きながら、段階的に短期施策として展開していく。
 ・ 単発の商品開発ではなく、継続的に、今解決できることと、時間をかけて解決することの両輪で考えていく。

LIONの認知症オーラルケアの開発指針
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認知症の症状は100人いれば100通り。

暮らしの中で対応すべきお困りごとはたくさんにあります。

ひとつのお困りごとの解決でも、暮らしの自信に繋がると信じ、

私たちは、歯みがき行動のお困りごとに対して、

お役立ちできる製品やサービスを考えていきます。

当事者と共生する社会を実現するためには、当事者に寄り添い、

想い、支え、思想に賛同し合える企業・行政・団体・販売店などと

連携した仕組みの構築が重要だと考えています。

その一翼となれるよう活動の幅を広げてまいります。
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